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中期経営計画の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2020年11月６日の取締役会において、2019年11月６日に公表しました中期経営計画を下記の通り修

正することを決議しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．中期経営計画の修正内容                    

●2021年９月期 通期連結業績予想数値の修正（2020年10月１日～2021年９月30日） 

 売上高(百万円) 経常利益(百万円) 

前 回 発 表 予 想(A) 102,000 6,700 

今 回 修 正 予 想(B) 82,000 4,200 

増 減 額 (B-A) ▲20,000 ▲2,500 

増 減 率 (％) ▲19.6％ ▲37.3％ 

(ご参考) 前期実績 

( 2 0 2 0 年 ９ 月 期 ) 

 

76,087 

 

5,271 

            

２．修正の理由 

当社では、2018年11月に制定いたしました長期経営計画VISION2023に基づき、中期経営計画においても、第

一の基本戦略である企業体質の強化に向け、最適解の提供に挑戦する企業体質の構築、企業基盤の強化、人材

への投資を行っております。また、第二の基本戦略である収益基盤の強化に向けた、事業領域の追求・深化、

新規ビジネスの開拓、グローバル展開の加速、新規投資案件の推進にも注力しております。 

一方、外部環境に目を向けますと、新型コロナウイルス感染症拡大の収束に見通しが立たない中、世界経済

および日本経済に与える影響は今後も継続することが懸念されております。当社におきましても、顧客である

自動車メーカーや素材関連メーカーなどの稼働率低下や生産活動低迷の不透明感は払拭できず、特に産業資材

事業をはじめ関連する海外現地法人における事業環境の変化や回復には時間を要するものと考え、中期経営計

画の最終年度である2021年９月期の業績を修正することといたしました。 

なお、中期経営計画の基本戦略については引き続き取り組んで行くと共に、注力すべき市場において具体的

かつ積極的に事業展開を推し進めて行く方針は変わらず、当社グループの企業価値向上に努めてまいります。 

 

以上 
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